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（写真）国連 UNODC 世界薬物報告書 ”国連 世界の薬物状況についての報告書を公表” 

国 

 

 

  国連 世界薬物報告書    

 

株式会社ベネインベストメント 

松浦 健太郎 

                          

連の薬物犯罪事務所（UNODC）は、２０２１

年の「世界薬物報告書」を公表した。 

 

ベネズエラは麻薬取引の中継地として悪名高い。 

マドゥロ大統領、カベジョ PSUV副党首、アイサミ石

油相の他、多くのマドゥロ政権関係者が麻薬取引に

関与しているとして、米国に制裁を科せられている。 

 

本稿では、国連の「世界薬物報告書」に書かれている

南米の麻薬に関する情報を確認したい。 

 

 

 

 

以下では国連の薬物犯罪事務所（以下、UNODC）が

公表した「世界薬物報告書」の内容で特に南米に関

わる情報を中心に紹介したい。 

 

なお、この報告書は２０２１年６月に公表された最

新の報告書ではあるが、情報の多くは２０１９年時

点の実績までとなっている。 

 

麻薬の中で世界的に最も多く栽培されているのは

「大麻」で、１５１カ国で栽培が確認されている。

「ケシ」が５５カ国、「コカ」が９カ国だという。た

だ、米州について言えば、最も栽培規模・取引規模が

大きいとされるのは、麻薬「コカイン」の原料となる

「コカ」だ。 

南米はコカインの大生産地域 
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前ページの通り、コカの違法栽培面積（予想）は２３

万４，２００ヘクタールとされているが、全てが南

米、特にコロンビア（１５．４万 ha）、ペルー（５．

５万 ha）、ボリビア（２．６万 ha）の３カ国に集中

している。 

 

以下の表の通り、コカの葉の栽培面積は２０１３年

までは減少傾向にあったが、その後コロンビアで面

積を増やしたことで急増。２０１９年は前年比５％

減少したが、それでも２００４年実績の２倍。中期

的に見ると増加傾向にある。 

 

なお、「ケシ」の栽培面積（予測）は１９年時点で２３．７万 ha、うち「アフガニスタン」が１６．３万 ha、 

南米ではメキシコが約２．２万 ha とあるが全体でみると中南米の規模は大きくない。 
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「大麻」については、栽培国が多すぎて「報告書」で

は全体が確認できない。中南米ではメキシコ、ブラ

ジル、コロンビア、グアテマラ、パナマ、パラグア

イ、ペルーなどで栽培が確認されているが数字を見

る限り「コカ」と比べると規模は圧倒的に小さい。 

 

この情報を基に本稿では、特に「コカ」に焦点を当て

て中南米の現状について確認したい。 

 

 

 

 

以下のグラフは、コロンビアのコカの葉の栽培面積

（Cultivation）とコロンビア政府の撲滅手段（折れ線

グラフ）の推移。 

スプレー散布（Spraying）によって栽培面積は着実

に減少していたが、１６年にスプレー散布を停止。

マニュアル（Manual eradication）による撲滅に切り

替えた。１９年の栽培面積は減少したが、スプレー

散布の方が効果は大きかったと言えそうだ。 

 

 

また、コカインの加工効率が上がっている。２０１９年のコカの葉の栽培面積は微減したが、加工効率が上が

ったため１９年のコカインの生産量は１８年比で微増している。 

コカイン 栽培面積減少も生産量は微増 
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なお、以下はコロンビアのコカイン栽培地の地図（１

９年と１８年の比較）。報告書によると、コロンビア

のコカイン栽培の３分の２は、一部の地域（国土の

５％）の地域に集中している。 

 

 

１９年と１８年を比較すると太平洋岸の地域とベネ

ズエラ国境の地域で栽培量が増えているように見え

る。 

 

 

 

前述の通り、ベネズエラは基本的に麻薬の栽培国で

はなく、中継国だとされている。 

 

以下では、コカインの流通ルートについて確認した

い。 

 

次ページの図は、コカインの流通ルートに関する情

報をまとめたもの。コカインはコロンビア、ペルー、

ボリビアの３カ国で栽培されているため、当然南米

を起点として欧米に流れている。 

 

特に米国向けのコカイン輸出が最も大きい。 

報告書によると、米国向けのコカイン輸出の７４％

は「太平洋ルート」と呼ばれるコロンビア・エクアド

ルを経由して米国に流れるルートだという。 

ベネズエラ ルートは全体の８％ 
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次いで、１６％がコロンビアを起点としてカリブ海

経由で輸出される「西カリブ海ルート」。 

 

また、８％がコロンビアからベネズエラ経由で輸出

される「カリブ回廊ルート」だという。 

 

 

 

米国の麻薬当局によると「太平洋ルート」と「西カリ

ブ海ルート」の大部分はメキシコを経由して米国に

流れてくるようで、米国が摘発したコカインの８

０％はメキシコ経由で流入したものだという。 

 

なお、米国で麻薬が入ってくるのが最も多いのはフ

ロリダ州、次いでカリフォルニア州だという。 

 

国連の報告書を見る限り、麻薬取引に関す

るベネズエラのプレゼンスは大きくない。 

逆にコロンビアは麻薬生産国として圧倒的

に大きなプレゼンスを占めている。 

 

しかし、米国はコロンビアを麻薬取締に積

極的な国と評価し、ベネズエラには麻薬国

家のレッテルを張る。以前、筆者は米国を

正義の国だと思っていたが、ベネズエラを

見ていると違うと思うことが多い。 

以上 


